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故　茂野録良学長のあゆみ

　故人は，大正15年7月1日新潟布で生まれ，昭和25年新潟医科大学を卒業。直ちに新潟大学医学部附属病

院において実地修練を行い，新潟大学医学部法医学教室において実地見学を修了後，昭和26年7月新潟大学

新潟医科大学助手となり，昭和28年4月新潟大学助手，昭和29年8月新潟大学講師，昭和31年5月新潟大学

助教授，【1召秘3鰍激学教授となる．この1昌1昭和55年10月から昭和56年11服で医轄IFI†属動嫉験施設

長，昭和56年10肋らII召和60年10月まで医学部長・評瀬の要耳哉を歴任し，昭和60年1G月9日第ブし代新潟大

学長に就任した。新潟大学長就任と同時に，商業短期大学都学長，医療技術短期大学部学長を併任し，大学

の管理・運僧に携わった。

　なお故人は永年，法医学の教育・研究に従事し，数々の業績を挙げたが，主な研究分野としては，陳旧死

体等の個人識別，血液型学，法医中毒学等があり，各研究において多大な功績を残し，特に，新潟県は海岸

線が長く，河川や農業用水等も多く，水による事故や犯罪が多発し，それらの水死体の個人識別が重要であ

ることから研究の主眼を水死体の個人識別に求めその集大成として，昭和57年日本医学会総会において「水

中死体の個人識別」と題して特別講演を行った。また，昭和26年から本年10月に至るまで実に2，000件に及

ぶ法医解剖を手懸けてきており，凶悪事件や難事fl・の解決に助力し，昭和55年には警察庁長官から警察協力

章を授与され，昭和56年には法務大臣から感謝状を受けている。

　学会関係においても日本法医学会の評議員・理事及び日本アルコール医学会の評議員等の要職を歴任するな

ど我が国の医学界の発展に寄与するところ極めて顕著なものがあった。

余父f立・宗契勇セ

　ll∫｛手「160fF1ユ月24【「1　　打亡三f・笠勇1｛三f、予ノ邑「］【11r綬．・’；量
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　　　　　　　　　　　　　　故　茂野録良学長の大学葬について

　　　昭和60年11月別日逝去された新潟大学長　故　茂野　録良学長（享年59歳）の大学葬が，小雪の降る中12月19日

　　（木〉午前11時から，新潟市公会堂においてしめやかに執り行われた。

　　　大学葬には，文部省高等教育局企画宮，国会議員，新潟県知事のほか千葉大学長等多数の大学関係者及び各界の

　　代表者の方々が参列され，また，学内からも部局長を始め多数の教職員及び学生が参列し，あわせて約800名の見

　　守る中で式は進められた。

　　　午前10時30分から，荘厳な音楽の流れる中参列者の入場がはじまり，同10時50分に庶務課長による式次第の説明

　　の後，御遺族・親族，来賓，葬儀委員長及び葬儀講委員長が入場された。

　　　午前ユ1時開式の辞に続いて，会葬者全員が茂野学長の冥福を祈り黙稽を捧げた。

　　　ついで，茂野学長の学術業績の報告が医学部法医学講座山内講師から，また主治医の医学部外科学第二講座江口

　　教授から臨床経過報告が，医学部病理学講座渡辺教授から剖検報告があり，津田葬儀委員長が「茂野先生には新学

　　長として就任され，新潟大学の一層の発展のために御盛力いただこうとした矢先のことだけに痛恨の念に耐えがた

　　い，今後は全学が一致協力して先生の意志を次いで新潟大学の将来を築き上げることを誓います。」との告別のこ

，とばを述べた試場に．茂野先生の生前のお声が流され注前を追想した．

　　　続いて文部省高等教育局の菅野企画官が文部大臣代理として弔辞を代読，辰野上越教育大学長が国立大学協会会

　　長の代理として，永野日本法医学会理事が日本法医学会理事長の代理として，君新潟県知事，田島萩潟大学医学部

　　学士会会長，富樫新潟大学法医学教室同窓会代表，友人代表として猪元新潟大学長，同級生代表として荒井奥弘氏，

　　学生代表として本学医学部法医学教室の鈴木健司君が各々弔辞を読み上げ亡き茂野学長の功績をたたえた。

　　　弔電の披露の後献花に移り，献花は葬儀委員長，葬儀副委員長，御遺族，来賓等が学長の霊前に菊の花を捧げて

　　別れを惜しんだ。

　　　最後に葬儀副委員長である大西医学部長と，御遺族を代表して長男茂野良一氏から参列者に対して御礼が述べら

　　れたのち，参列者による献花に移り，茂野学長に最後の別れをする入の列が長く続き，午後1時20分大学葬は全て

　　終了した。

告　　別　　の　辞
　　　　　　　　葬儀委員長噺潟大学長事務取扱）　津田　禾粒

　　　新潟大学長　茂野　録良先生。先生は猪　初男前学長の後をうけつがれ，去るユ0月9日新学長として御就任にな9
　　り新潟大学の一層の発展に御盤力をいただこうとした矢先，1ユ月18日突然学長室においてたおられました。

　　　全学の職員学生あげて先生の御回復を祈る想いと主治医団の渾身の努力にもかかわらず11月24日幽明界を異にさ

　　れました。あまりにも突然の出来ごとから，はやくも

　　二十日余りがすぎました。只今ここに大学葬の礼を

　　もって先生にお別れするときがまいりました。

　　れになり，海軍兵学校最上級生として終載を迎えられ，

　　いて法医学教室に入局され，一途に法医学の道に研鐵

　　43年5月新潟大学教授に任ぜられました。教授御就任　　　　　　　　　　　　1・

　　当時の学内は紛争に入る直前でその対応は困難を極め　　　　．　　　　　　　　　　　　　　「

　　渦中に入られ，誠意と持前の粘りでその解決に挺身さ

　　れました。
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　先生は，「型的凝集阻止反応及び沈降反応よりみた人の唾液の分泌型・非分泌型」と題する御研究によって医学

．博士の学位を受けられ，爾来，型物質の研究に主力を注がれましたが，またアルコールや一酸化炭素中毒などの法

医中毒学や，身元不明死体などの個人識別にも優れた研究成果を発表されました。昭和57年7月には第66次日本法

医学会総会において「水中死体の個人識別」と題する特別講演を行われるなど学：会への貢献を重ねられました。そ

の問多くの優れた法医学の後継者の養成に避されたことはわれわれの広く知るところです。

　一方，学内においては昭和55年に医学部附属動物実験施設長となられ，翌昭和56年10月からは二期四年にわたっ

て医学部長並びに新潟大学評議員として医学部のみならず新潟大学の管理運営の上に壷力されました。

　先生は温厚な人柄とともに厳正な判断力を兼ねそなえられ，決して気負うことなく事を進められました。新大広

報の学長就任の挨拶の中にも述べられているように，先生は一貫して学生を愛し教育することに心を注いでこられ

ました。御遺体を自ら医学教育のために白菊会に献体されたこともそのあらわれでありましょう。

　いま日本の大学教育がその進むべき方向に新たな対応が求められているとき，先生のような素晴らしい指導力を

失ったことは単に新潟大学のみならず，わが国の社会にとっても残念でなりません。ここに心の底から先生の御逝

去を悼み，先生の御逝志を次いで新潟大学の将来を築きあげる決意を新たにして告別の辞といたします。

岬

弔　　　　　　辞
文部大臣　松永　　光

　従三位勲三等旭日中綬章　新潟大学長　故　茂野　鋒良先生の大学葬が営まれるにあたり，謹んで哀悼の辞を申

し述べます。

野葦灘学認膨謙凝禽嘉蛮雰　藤i選繭’、ll穫暴
にされ・騰実…柄・・。て，多・・方・か・i’謝灘藍｝1’．喝．－i霧i

展・充実に尽力されました。そして本年10月9日に学長に就任されてからは，特に学術交流の国際化及び大学院の

充実に意欲をもやされていたものであり，一同先生の御活躍を信じ，先生の御指導のもとで，新潟大学が2ユ世紀に向

けて新たな発展を遂げていくことを御期待申し上げてまいったところであります。

　近年における社会の急激な変化に伴い，我が国の大学の教育・研究の在り方に対しても，その改革について多く

の検討課題が指摘され，大学内外において多くの論議が行われるに至っております。

　このような時期に，にわかに先生のような豊かな識見と確かな判断力を兼ね備えた指導者を失うことは，新潟大

学のみならず，国家社会のためにも大きな損失であることを思い，誠に痛恨の念に堪えません。先生の御意志が本

学の方々により，必ずや立派に受け継がれていくものと確信いたしましたが，なお一度先生の御智慮をお尋ねした

いという望蜀の言を禁じ得ないところであります。

　ここに深く先生の御遊去を悼み，生前の御尽力，御功績に対し限りない敬意と感謝の念を捧げ，弔辞といたしま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代読　文部省高等教育局企画官　菅野　　啓〉
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弔　　　　　　辞
国立大学協会会長森　 亘

　本日ここに新潟大学長故茂野録良先生の暮霊にお別れの言葉を申し上げますことは，私達の深い悲しみと

するところであり，惜別の念に堪えません。

　　　先生は，この10月9日に新潟大学長に就任され，つ

　　い2か月ほど前に国立大学協会へ，にこやかにほほえ

　　みをたたえてごあいさつにみえられたことが，今でも

　　目に浮かび、突然の計報に接してとても信じられませ

　　ん。

　　　我が国の高等教育は，21世紀を目指した教育全般に

　　わたる改革の推進などの論’議が盛んな今日，国立大学

　　協会においても第二常置委員会委員，理事会理事，大

唇学院關特別委員会委員・騨轄【こ関する特別頚

　　会委員として先生の広く深い識見と大学行政の経験を

　　生かしていただくべく，その手腕に期待していた矢先

　　でもあり誠に痛惜のきわみでございます。

　　　先生には，新潟市でお生まれになり，新潟医科大学を昭和25年に御卒業になられ，新潟医科大学に奉職し，昭和

　　43年に医学部教授に就任され，新潟大学評議員・医学部長を歴任されるなど大学行政に大きな足跡を残されました。

　　　教育研究面においては，若い研究者の育成に情熱を注ぎ，講義や実習で常に先頭に立って学生の教育指導にあた

　　られ，多くの優れた研究者を輩出させたことに敬慕の念を禁じ得ません。また先生は，血液型．司法解剖の権威であ

　　られ唾液における血液型の研究や稀な血液型についての家系調査を含めた研究調査の多大なる業績，ガスクロマト

　　グラフィーの法医学への応用，ミイラの研究などは内外に高く評価されました。

　　　そのほかにも，2000件以上の司法解剖を執刀され，法医鑑定に地道に取り組まれ真実を追求することにより，多

　　くの難事件の早期解決に貢献されました。

　　　先生は学長のほか，学術審議会専門委員，日本法医学会評議員，更に第45回日本法医学会関東地方会の会長等の

　　要職を兼ねられる多忙な中にも，俳句をたしなまれるなど，温厚な人柄とあいまって学内外の信望を集められまし

　　た。

　　　今先生を失ったことは，新潟大学のみならず国家社会のためにも大きな損失でありまして，かえすがえすも痛恨

　　の念に堪えません。

9姓どう蕨らかにお眠りくださ・・。

　　　本日の新潟大学葬にあたり謹んで先生の霊に哀悼の意を捧げ御冥福を祈念いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代読　上越教育大学長　辰野　千尋）

弔　　　　　　辞
日本法医学会理事長神田　瑞穂

　日本法医学会は，本学会評議員，前理事，新潟大学長　故　茂野　録良博士のご逝去を心からお悔やみ申し上げ

ます。

　博士は，昭和25年新潟医科大学をご卒業後，インターンを終えて翌26年法医学教室に入局せられると同時に・日

本法医学会に入会せられ，昭和36年には本学会の評議員になられました。爾来24年の永きに亘り．日本法医学会の

発展に寄与せられ，また昭和57年からは本学会の理事として，その運営にも重資を果たされました。

　その間，新潟大学元学長で，新潟大学医学部法医学教室の前敦授であった故山内　峻呉博士が会長として昭和41年


